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大分県エネルギー産業企業会 水素関連産業分科会水素プラットフォームの
紹介

水素関連産業の育成・集積に向けて

　大分県エネルギー産業企業会では、国などへの事業申請のためのファーストステップの位置づけとして水素分野などの基礎研究など
に対する支援を実施。この支援では、企業会員から「新製品や部品の開発」、「試作品の実証試験」などの事業プランを募集し、採択さ
れたプランに対して【補助上限額】1,000万円以内（廃棄物からの水素精製に関する事業は1,500万円以内）【補助率】2/3以内（人材育
成・販路開拓は1/2以内）で必要経費の一部助成を行う。例えば、大分工業高等専門学校の水素透過金属膜技術を活用した製品を開
発する（株）ハイドロネクストもこの事業を使い基礎研究を実施し、産業化に向けた取組が進んでいる。
　脱炭素社会の実現に向けて、再エネなどの重要性がますます高まる中、エネルギー産業の市場拡大が期待され、県として、地場中小
企業の新しいビジネスへの取組支援として、研究開発も含めた抜け目ない支援を行っている。

基礎研究への支援から産業化へ

大分県エネルギー産業企業会のエコエネルギーチャレンジ支援事業（一部）

　2012年、エネルギー産業を県内の新たな牽引
産業に育てるために「大分県エネルギー産業企業
会」が設立された。県内製品の実用化に向けた研
究開発から人材育成、販路開拓などエネルギー
産業の育成に向けた活動を総合的に支援してお
り、水素関連産業の支援も行う。2021年度は、
水素社会の到来に向けた「大分版水素サプライ
チェーンの構築」を見据え、水素金属透過膜技術
を活用した水素サプライチェーンの実証や水素
関連産業の事業化支援（右参照）を行っている。

大分県エネルギー産業企業会での支援

大分版水素サプライチェーン

02Ⅵ

　大分県は、日本一の発電規模を誇る地熱発電や河川、農業用水路での小水力発電をはじめ、多種多様なエネルギーに恵まれて
いる。また、九州唯一の石油化学コンビナートを有しており、全国の約10％相当の副生水素が発生する（2014年度大分県調査）。
　このような水素製造に関するポテンシャルを活かし、水素関連産業の育成に向けた取組を進めるため、大分県エネルギー産業
企業会の中に2021年度から新たに「水素関連産業分科会」が設立された。県内で水素関連事業を行う大企業も参加するが、多く
の地場企業が中心となり活動している。

新たに「水素関連産業分科会」の設立
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本ガイドブックに登場する用語説明

本ガイドブックにおいて、以下の専門用語・略語が登場します。

水素エネルギーに関する連絡先

自治体名 課　　名 住　　所 電話番号

福岡県 商工部
自動車・水素産業振興課

福岡県福岡市
博多区東公園7番7号 092-643-3448

佐賀県 産業労働部
新エネルギー産業課

佐賀県佐賀市
城内1丁目1-59 0952-25-7522

長崎県 産業労働部
新産業創造課

長崎県長崎市
尾上町3-1 095-895-2695

熊本県 商工労働部
産業振興局 産業支援課

熊本県熊本市
中央区水前寺6丁目18番1号 096-333-2319

大分県 商工観光労働部
新産業振興室

大分県大分市
大手町3丁目1番1号 097-506-3263

宮崎県 総合政策部
総合政策課

宮崎県宮崎市
橘通東2丁目10-1 0985-26-7607

鹿児島県 商工労働水産部
エネルギー対策課

鹿児島県鹿児島市
鴨池新町10番1号 099-286-2417

北九州市
環境局

グリーン成長推進部
グリーン成長推進課

福岡県北九州市
小倉北区城内1-1 093-582-2286

福岡市 経済観光文化局
新産業振興課

福岡県福岡市
中央区天神1丁目8番1号 092-711-4901

熊本市
環境局

環境推進部 環境政策課
（温暖化・エネルギー対策室）

熊本県熊本市
中央区手取本町1番1号 096-328-2355

九州経済産業局 資源エネルギー環境課 福岡県福岡市
博多区博多駅東2丁目11番1号 092-482-5499
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本ガイドブックに登場する用語説明

本ガイドブックにおいて、以下の専門用語・略語が登場します。

水素エネルギーに関する連絡先

 あ
エネルギーマネージメント 施設におけるエネルギー使用状況を把握した上で、最適なエネルギー利用を実現する活動

 さ
再エネ 再生可能エネルギーの略。太陽光・風力・地熱などのエネルギーのこと

水素 ST 燃料電池車に水素を充填する水素ステーションの略

ゼロ・エミッション 排出物がないということ。CO2の排出をしないという意味

 は
バイオマス資源 動植物から生まれた再利用可能な有機性の資源のこと

バイオガス バイオマス資源から発酵や嫌気性消化により発生するガス

付臭 例えば都市ガスのように気体に臭いをつけること

 ま

マイクログリッド 大規模発電所の電力供給に頼らず、コミュニティーでエネルギー供給源と消費施設を持ち地産
地消をめざす、小規模なエネルギーネットワークのこと

メタネーション 触媒反応を利用しCO2とH2からメタンCH4を生成すること

 C

CN 英語のCarbon Neutralの略。カーボンニュートラル。排出するCO2と吸収するCO2の量の均
衡を図ること

CO2 二酸化炭素のこと

 E

EMS 英語のEnergy Management Systemの略。エネルギーマネジメントを可能にするシステム
のこと

 F
FC 英語のFuel Cellの略。燃料電池のこと

FCV 英語のFuel Cell Vehicleの略。燃料電池車のこと

 G
GHG Green House Gasの略。温室効果ガスのこと
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